
おもてなしのコミュニティ・セントリック・システム構築のための

ソーシャルロボティクスとソーシャルビッグデータ

○山口 亨 *1)

■キーワード　ロボティクス、ビッグデータ、ソーシャルシステム、QOL＆防災コミュニティ支援

1．普及が始まるソーシャルロボットがもたらす新たなソーシャルビックデータのイノベーション
2．平常時の QOLコミュニティと被災時の防災コミュニティ両方に活用のソーシャルロボット
3．ソーシャルロボットの QOL＆防災コミュニティ活用事例とソーシャルビッグデータへの展開

■はじめに

近年、大地震等の災害が引き起こすさまざまな場面において、ロボット技術の活用が求められている。
本研究では、災害時の被害の最小化・復興の円滑化を目的とし、防災活動へ繋がる日常支援型ロボットシ
ステムをソーシャルロボティクス活用事例として開発した。さらに、そのソーシャルビックデータへの展開も
あわせて紹介する。

■支援事例とその展開

事例の避難生活は、平常時における周囲の環境が大きく変化し不便な生活を送ることになるため、QOL
が低下し、親族や近隣の知人が遠隔地で避難生活を送ることが、孤独や不安から心的なストレスを増加さ
せることになる。避難生活において、支援するコールセンタでは、少ない情報量（ログ）から生活の様子
を推測しなければならないため、ケアを十分に行うことができない。一方で、対面型のコミュニケーション
は、顔の表情から読み取れる情報量が多く、非常に有効であり、遠隔地にいる親族や知人とのコミュニケー
ションにもこのプレゼンス機能は有用である。南相馬PJの実施例では、利用場面を図1のように平時から
避難生活までを想定し、生活ログ取得とその利活用を考慮しテレプレゼンス機能を備え、ロボットとのノン
バーバル（非言語）コミュニケーションを達成するロボットのシステムを構築する。図2にネットワーク部と
して利用するRSNP、図 3にソーシャルロボット概要と実験風景を示す。

■まとめ

ソーシャルロボットの一例として、避難生活ログに基づいたテレプレゼンス機能をロボットシステムに実
装した。テレプレゼンス機能については、「相手の顔を見て話す」ということに良い評価を得た。また、ロ
グ獲得に有効であることを示した。今後の展開で獲得したソーシャルビックデータの活用を示す。
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図 1. 実施事例：南相馬避難生活アシストロボット活用 PJ
 

図2．ネットワーク部（RSNP 構成概要）
（RSNPとは RSi規定の通信プロトコル）

図 3．アシストロボットスマイリ―概要と実験風景
（利用ロボットスマイリ―は、VECTOR 社製）

図1．実施事例：南相馬避難生活アシストロボット活用 PJ
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